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【ＡＷＲ期間比較レポートの評価比較値】 

（レポートの見方） 

― レポートの構成 ―― 

AWR期間の比較レポートは、次のセクションとサブ・セクションに分かれる 

（１）AWR期間の比較レポートのサマリー 

レポート・サマリーは AWR期間の比較レポートの集約で、負荷に関す

る情報を示す 

（１）－１．スナップショット・セット 

（１）－２．ホスト構成の比較 

（１）－３．システム構成の比較 

（１）－４．ロード・プロファイル 

（データベース全体の統計サマリー） 

（２）AWR期間の比較項目に対する詳細レポート 

「詳細」セクションは AWR期間の比較レポートのサマリーに続いて表

示され、レポートで使用したスナップショット・セットおよび負荷の統計

が比較項目ごとに表示される 

たとえば、このセクションには、データベース時間、待機イベント、SQL

実行時間およびインスタンス・アクティビティが含まれる 

（３）AWR期間の比較レポートの補足情報 

補足情報は、AWR 期間の比較レポートの最後にあり、初期化パラメー

タおよび SQL文に関する追加情報を示す 

（３）－１．init.oraパラメータ 

比較元の開始時点、終了時点、比較先の開始時点、終了時点の４つの

AWRスナップショット取得時の初期化パラメータ値がリストされて

いる 

（３）－２．SQLテキストの完全なリスト 

実行されていた SQL IDがリストされ、SQL文のテキストが表示さ

れる 

  



（１）AWR期間の比較レポートのサマリー 

レポート・サマリーは AWR期間の比較レポートの集約で、負荷に関する全体の情

報を示す 

（１）－１．スナップショット・セット 

インスタンス、ホストに関する情報、およびこのレポートに使用されたスナップ

ショット・セットの取得時状況などの情報が表示される 

（１）－２．ホスト構成の比較 

2つのスナップショット・セットで使用したホストのハードウェア構成や OSリ

ソースの違いを比較する 

たとえば、CPUの数や物理メモリーの搭載量の違いが出力される 

構成の差異は、「%Diff」列に割合として数値化される 

（１）－３．システム構成の比較 

2つのスナップショット・セットで使用したデータベース・システムの構成を比

較する 

たとえば、SGAとログ・バッファのサイズなどの違いが出力される 

構成差異は、「%Diff」列に割合として数値化される 

  



この例では、スナップショット・セット、ホスト構成の比較、システム構成の比

較が出力されている 

最初のスナップショット期間は、パフォーマンスが安定していた 2 月 5 日の午

後 5:00から午後 6:00の統計情報を表す 

2つ目のスナップショット期間は、パフォーマンス低下が発生した、同じ日の午

後 6:00から午後 7:00の統計情報を表す 

  

もしくは、System Configuration Comparison 



（１）－４．ロード・プロファイル（データベース全体についての負荷の比較評価） 

データベースの全体について、2つのスナップショット・セットの負荷状態が出

力される 

負荷の差異は、「%Diff」列に割合として数値化される 

この例では、2番目の期間の 1秒当たりのデータベース処理時間（DB Time）が

36%高くなっている 

1秒当たりの CPU時間は 100%増加いる 

txn：Time／Transaction 

ここで、データベース・システムの『全体の負荷状態』の違いを把握する 

・トランザクション数や SQL実行数（Executes）が、どれぐらい増加

したのか 

・CPU使用時間と待機イベント時間が、SQL実行数の増え方に対して

どれくらい増えているのか 

・ディスク I／O時間が、どれくらい増加していたのか 

・ユーザーからのログオンが、どれくらい発生していたのか 

  

もしくは、Workload Comparison 



（２）AWR期間の比較項目に対する詳細レポート 

詳細項目の比較レポート部分により、どの部分が SQL実行数（Executes）と

比較して大きく増加したかを特定する 

特定したこの部分が、パフォーマンスに悪影響を及ぼした要因が発生させた現

象である 

（２）－１．待機イベントのクラス 

2つのスナップショット・セットの待機イベント・クラスが比較される 

ユーザーI/Oおよびシステム I/Oなどの待機イベントを、『いくつかの関連性のあ

る待機をまとめて』クラスに分類し、DB 時間の割合の列の絶対値に応じてリスト

される 

（２）－２．待機イベント 

2つのスナップショット・セットの待機イベントが比較される 

各スナップショット・セットで総データベース時間（DB時間）の最も高い割合で

消費する 5つのイベントが表示される 

待機イベント・リストの比較先のスナップショット・セットの上部に記述された

ものが、パフォーマンスの低下原因と考えられる 

（負荷増加後の上位のイベントを注視） 

この例では、2番目の期間での CPU時間が、最初の期間の約 2倍になっている 

2番目の期間の TMロックの待機の回数も、最初の期間の約 8倍になっている 

  



（２）－３．サービス統計 

サービス統計は、特定のサービス（OS視点からのサービスとして動作しているプ

ロセス）に費やされていた CPU時間やデータ・アクセス量などの DBへ費やされて

いたリソースの合計値についての統計をリストする 

（２）－４．SQLの統計 

次のカテゴリに基づき分られて比較した SQL文の統計情報である 

2つのスナップショット・セット間で最も差が大きな上位 10ＳＱＬ文が表示される 

このセクションに記載された SQL 文に、時間の経過によるパフォーマンスの低

下の原因がある 

（２）－４－Ａ 実行時間で比較した上位 10 SQLの統計情報出力 

SQL文の処理に使用される合計 DB時間の差に基づき、リストされる 

ある期間において DB 時間の高い割合を占めていましたが、他の期間では

そのようなことはなく、パフォーマンス低下の原因となっている高負荷 SQL

文である可能性が高いため、調査が必要である 

レポートの SQL テキストの完全なリスト・サブセクション（（２）－４－

Ｇ）で SQL文を確認して、必要に応じてＳＱＬ文自体やアクセス方法やオブ

ジェクトのチューニングを行う 

（２）－４－Ｂ CPU時間で比較した上位 10 SQLの統計情報出力 

SQL文の処理に使用される CPU時間の差に基づき、リストする 

（２）－４－Ｃ バッファ読取り量で比較した上位 10 SQLの統計情報出力 

SQL 文を処理するときに行われるバッファ・キャッシュ読取りまたはバッ

ファ読取りの合計回数の差に基づき、リストする 

（２）－４－Ｄ 物理読取り量で比較した上位 10 SQLの統計情報出力 

SQL文を処理する際に行われる物理読取り回数の差に基づき、リストする 

（２）－４－Ｅ 実行回数で比較した上位 10 SQLの統計情報出力 

SQL文を処理するときの(DB時間での) 1秒間の実行回数の差に基づき、リ

ストする 

（２）－４－Ｆ 解析コール回数で比較した上位 10 SQLの統計情報出力 

SQL文を処理する際に行われる解析の合計数の差に基づき、リストする 

解析は SQL文の処理に含まれる 

（２）－４－Ｇ SQLテキストの完全なリスト 

「SQLの統計」セクションにリストされたすべての SQL文の SQLテキス

トを表示する  



（２）－５．インスタンス・アクティビティ統計 

インスタンス・アクティビティ（DBブロック書込み数、SQL実行数、Redoログ

への書込み量、コミットなどのカウント回数）が測定され、その比較された統計値

が表示される 

インスタンス・アクティビティ統計は次のサブ・セクションに分類される 

（２）－５－Ａ 主要なインスタンス・アクティビティの統計 

主要なインスタンス・アクティビティ統計値の差が表示される 

（２）－５－Ｂ 他のインスタンス・アクティビティの統計 

その他すべての統計のインスタンス・アクティビティの差が表示される 

（２）－６．I／O統計（表領域物理ファイル別アクセス処理統計情報） 

表領域およびデータベースで実行された I／O 操作が比較され、各表領域または

データベース・ファイルの読取り、書込みおよびバッファ・キャッシュ待機(バッフ

ァ読取り)の数の差が、割合として定量化されリストされる 

データベース・ファイル別で比較が行われ、2 つのスナップショット・セット間

で最も差が大きい上位 10個が表示される 

I／O操作の大幅な増加は時間の経過によるパフォーマンスの低下の要因が分る 

I／O統計は次のカテゴリに分類される 

（２）－６－Ａ 表領域 I／O統計 

表領域で実行された正規化された I／Oの数の差に基づき、リストする 

正規化された I／Oは 1秒当たりの読取り回数および書込み回数の平均の合

計である 

（２）－６－Ｂ 上位 10ファイルの I／Oごとの比較 

データベース・ファイルで実行された正規化された I／Oの数の差に基づき、

リストする 

正規化された I／Oは 1秒当たりの読取り回数および書込み回数の平均の合

計である 

（２）－６－Ｃ 上位 10ファイルの読取り時間ごとの比較 

データベース・ファイルからのデータの読取りに使用した DB 時間の割合

の差に基づき、リストする 

（２）－６－Ｄ 上位 10ファイルのバッファ待機ごとの比較 

データベース・ファイルで実行されるバッファ待機(バッファ・キャッシュ

の空きバッファ参照時に発生する待機)の数の差に基づき、リストする 

  



（２）－７．アドバイザの統計 

プログラム・グローバル領域(PGA)メモリー統計が比較され、次のカテゴリのサ

マリーをリストする 

（２）－７－Ａ PGA集計のサマリー 

PGAキャッシュ・ヒット率が比較されている 

（２）－７－Ｂ PGA集計ターゲットの統計 

自動 PGAメモリー管理に関連する主要統計が比較されている 

（２）－８．待機統計 

バッファ待機統計が比較され、2 つのスナップショット・セット間でエンキュー

される 

待機統計は次のカテゴリに分類される 

（２）－８－Ａ バッファ待機統計 

バッファ待機が比較されます。バッファ待機は、バッファ・キャッシュの空

きバッファ参照中に発生する 

（２）－８－Ｂ エンキュー・アクティビティ 

エンキュー・アクティビティが比較されます。エンキューは、データベース・

リソースへのアクセスをシリアライズした共有メモリー構造(またはロック)

で、セッションまたはトランザクションに関連付けられる 

（２）－９．UNDOセグメントのサマリー 

2つの期間の UNDOセグメントの使用を比較し、2つの期間の UNDOブロック

の数、それらのブロックを使用するトランザクションの数および最大長の問合せを

比較している 

STO/OOS 列では、古すぎるスナップショットの数および不足領域の件数を示し

ている 

  



（２）－１０．ラッチ統計 

ラッチのスリープの合計回数が降順に比較されます。 

ラッチは、単純で低レベルなシリアライズ・メカニズムで、SGAの共有データ構

造を保護する 

たとえば、ラッチにより、データベースに現在アクセスしているユーザーのリス

トと、バッファ・キャッシュのブロックを記述するデータ構造が保護される 

ラッチは、これらの構造の 1つを操作または検索するときに、サーバー・プロセ

スまたはバックグラウンド・プロセスによって非常に短い時間のみ取得される 

ラッチの実装(特にプロセスがラッチを待機するかどうか、およびプロセスがラッ

チを待機する時間)はオペレーティング・システムに依存している 

（２）－１１．セグメント統計 

セグメントまたはデータベース・オブジェクト(表や索引など)が比較され、スナッ

プショット・セット間で最も差が大きい上位 5セグメントが表示される 

次のカテゴリに区分されている 

ここに表示されるセグメントが、パフォーマンス低下の要因である 

（２）－１１－Ａ 上位 5セグメントの論理読取りごとの比較 

セグメントで実行された論理読取り回数(ディスクまたはメモリーからの読

取り回数の合計)の差に基づき、リストする 

非常に高い回数（全体数からの割合）の論理読取りがデータベース・オブジ

ェクトで行われている場合は、関連付けられている SQL文を調査し、索引ま

たはマテリアライズド・ビューを使用して、データベース・オブジェクトへの

データ・アクセスのチューニングが必要かどうかを判断すること 

（２）－１１－Ｂ 上位 5セグメントの物理読取りごとの比較 

セグメントで実行された物理読取り(ディスク読取りなど)の回数の差に基

づき、リストする 

（２）－１１－Ｃ 上位 5セグメントの行ロック待機ごとの比較 

セグメントに対する行ロック待機数の差に基づき、リストします。 

行レベルのロックの使用の主な目的は、2つのトランザクションが同一の行

を変更しないようにするためである 

トランザクションが行を変更する必要がある場合は、行ロックが取得される 

（２）－１１－Ｄ 上位 5セグメントの ITL待機ごとの比較 

セグメントの関連トランザクション・リスト(ITL)待機数の差に基づき、リ

ストする 

（２）－１１－Ｅ 上位 5セグメントのバッファ・ビジー待機ごとの比較 

セグメントに対するバッファ・ビジー待機数の差に基づき、リストする 
  



（２）－１２．ディクショナリ・キャッシュ統計 

ディクショナリ・キャッシュで実行された GETリクエストの数に基づき、リスト

する 

DB時間および経過時間の両方で、GETリクエストの数ごとに秒単位で測定され

る 

ディクショナリ・キャッシュは、データベース、構造およびそのユーザーの情報

を格納する SGAの一部である 

また、ディクショナリ・キャッシュには、SQL文の解析中に Oracle Databaseに

アクセスされたスキーマ・オブジェクトの説明情報(メタデータ)が格納されている 

（２）－１３．ライブラリ・キャッシュ統計 

ライブラリ・キャッシュ上で実行された GETリクエストの回数に基づき、リスト

する 

DB時間および経過時間の両方で、GETリクエストの数ごとに秒単位で測定され

る 

ライブラリ・キャッシュは、表情報、オブジェクト定義、SQL文および PL/SQL

プログラムを格納する SGAの一部である 

（２）－１４．メモリー統計 

2つのスナップショット・セット間でプロセスおよび SGAメモリー統計を、次の

カテゴリに分類し、比較される 

（２）－１４－Ａ プロセス・メモリーのサマリー 

プロセスのメモリー使用の概要をまとめる 

プロセスのカテゴリには、SQL、PL/SQLおよびその他が含まれる 

（２）－１４－Ｂ SGAメモリー・サマリー 

SGAメモリー構成をまとめる 

（２）－１４－Ｃ SGAブレークダウン差異 

各サブコンポーネントの SGAメモリー使用率が比較される 

差は、2つのスナップショット・セット間のメモリー使用率の開始時と終了

時の変化に基づいて測定される 

（２）－１５．ストリームの統計 

CPU時間、I/O時間、ストリーム取得および適用を比較し、Oracle Streamsに関

連するその他の統計を比較する 


